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最初に聞いておくこと
　今回は「腰が痛い」といった訴えが患者
さんからあった場合を想定してお話ししま
す。
　鍼灸治療を行うとき、最初は「今日はど
うしましたか？」といったように話を聞き
ながら、状況を判断することがメインとな
ります。問診票はあまり使っていません。
　今の痛みの状態や、痛みが発生したタイ
ミング、どういった動きで痛みが出るか、
逆にどういった痛みで楽になるかなど、最
初は痛みのことを聞いていきます。それに
加えて、腰だけではなく、ほかにも何かし
らの症状（足がしびれるなど）がないかを
聞いていきます。
　見落としてはならないのは、いわゆる整
形外科的ではない疾患、たとえば内臓系の
疾患や、神経系の疾患となります。腰が痛
くて足がしびれていると患者さんは「ヘル
ニアだ」と思われることがあるのですが、
そうではなく神経系の疾患や、生命に関わ
る疾患であることもあり得ます。これは若
い方でもあります。さらに、腰が痛くて足
がしびれている際に、足そのものに問題が
あって、腰と足の症状がリンクしていない
こともあり得ます。評価していく中で考え
得るものがない、ということをみていくこ
とが重要です。腰痛ですと、女性の場合に
子宮筋腫があったり、内膜症に由来するも
のもあります。20代、30代で患者さん自
身が婦人科疾患をお持ちであることを知ら
ない場合もあります。なのでそういったと
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　評価は、治療のための評価ももちろんで
すが、見落としてはいけない疾患がないか
どうかをしっかり確認することを目的とし
て行っています。いわば消去法です。これ
は大丈夫、これは大丈夫とクリアしていっ
た後で治療に入っていきます。いきなり患
者さんの身体に鍼灸治療を行うわけではな
い、ということをご理解いただければと思
います。
　整形外科的な疾患ですと、楽になる姿勢
がある場合がほとんどです。この姿勢なら
痛いですが、この姿勢ならそれほどでもな
い、というものです。一方で内科的な疾患
ですと、本来楽になるはずの姿勢で楽にな
らない、いろいろなところで治療を受けて
いるが改善しないとか、どんどん痛みが増
していくといったことがあります。
　こちらが想定していないものは見落とし
がちです。私がよくみている整形外科的疾
患は疲労骨折ですが、「折れるはずがない」
と思って評価していれば、まだ「骨」とい
うのを想定していますが、骨であるという
ことすら思い浮かばなければ、選手がどん

スポーツと鍼灸

ころは重要です。したがって月経周期も聞
きます。
　スポーツ選手であれば、最初の段階で、
競技名・種目名を聞きます。競技種目ごと
に発生しやすい痛みや動きがあります。ど
のような動きが多いかや、どのようなト
レーニングをしているかというところは必
ず聞くところになります。また初めて来院
される患者さんには、これまでのケガにつ
いては必ず聞いています。もともとあった
ケガが、今の痛みの原因になっているケー
スがあるため、確認しておくことが大事で
す。
　病院を受診したかどうかも重要なポイン
トです。受診の有無だけでなく、その受診
のタイミングにも注意が必要です。たとえ
ば 1 年前の受診であったら、今の痛みと直
接関連しているとは限らないことを意識し
なければなりません。単に「病院に行きま
したか？」と聞くだけですと、患者さんと
しては「はい、行きました。この痛みはこ
ういうことなんです」と思い込んでいるか
もしれません。聞く内容を含めて見落とし
のないように気をつける必要があります。

評価
　話を聞いた後で、評価に入っていきます。
腰痛に限りませんが、ベッドに横たわった
ときの姿勢を見ます。膝の曲がり具合や肩
甲骨の位置や、お尻の向きなどを観察しま
す。また立位姿勢や話をしているときの
座った姿勢も確認します。また、立った状
態で手足を動かしてみたときに痛みがどの
ように変わるか、痛みがなくても、どのよ
うな動きをしているかも見ていきます。そ
れらの情報を今の症状とリンクさせること
で、どこがどうなっているかを推測します。

松下美穂（まつした・みほ）
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